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亘理伊
だ

達
て

家
け

の特集４回目は、亘理伊達家に関係する歴史資料についてです。 

伊達成実が残した記録 

亘理伊達家初代領主成
しげ

実
ざね

は、伊達政
まさ

宗
むね

の功績についてまとめた『成実記』という著
ちょ

作
さく

を残したといわ

れています。天正
てんしょう

１２年(1584)１０月に政宗が伊達家の家
か

督
とく

を相続した際、方々から祝いの使者が来

たことから記述が始まっていて、最後は慶長５
けいちょう

年(1600)６月の白石城攻
せ

めまでが書かれています。 

この著作にはいくつかの系
けい

統
とう

があります。慶長５年以
い

降
こう

の記事や政宗の人と

なりについて触
ふ

れたものもあり、表題も『政宗記(正宗記)』『伊達日記』など複

数確
かく

認
にん

されています。なお、亘理伊達家に伝来し、現在北海道伊達市が所
しょ

蔵
ぞう

して

いるものは『政宗公御
おん

軍
ぐん

記
き

』という表題になっています。 

文章は漢字仮名交じりの日記体で、他勢力とのやり取りや戦
せん

闘
とう

のことなどが

具体的に書かれていて、実際その場にいた者でないとわからない内容が多く含
ふく

まれています。近年、東北地方の戦国時代については全国的に関心が高まってい

ることから、政宗の動向を知るための貴重
きちょう

な資料として『成実記』のさらなる研

究が期待されています。 

 

家臣をまとめた名簿 

  みなさんは「分限帳」
ぶんげんちょう

というものをご存
ぞん

知
じ

でしょうか。これは家臣の氏名・身分・給与
きゅうよ

額などを記し

た公式の序
じょ

列
れつ

簿
ぼ

のことです。亘理伊達家が作成した分限帳は、宝
ほう

永
えい

３年(1706)、文
ぶん

化
か

３年(1806)、文
ぶん

政
せい

９年(1826)、慶
けい

応
おう

３年(1867)の４冊
さつ

現存しています。 

  それぞれの分限帳に記されている件数は右の表のとおりです。寺社

や村役人も記されていて、家臣以外の人たちの当時の状況も
じょうきょう

ある程度

は知ることができます。実際、文政分限帳は亘理伊達家の北海道移住

後、移住者の家格・身分や後
こう

継
けい

者
しゃ

の特定に使われたようです。 

このほかにも、亘理伊達家家臣の常盤
と き わ

貴
たか

定
さだ

が文政４年(1821)に編
へん

纂
さん

した『亘理世
せ

臣
しん

家
か

譜
ふ

略記
りゃくき

』という記録が残されています。これは現存する亘理伊達家唯
ゆい

一
いつ

の家臣に関す

る系譜集で、編纂時の家臣のうち３６４家の系譜が収録さ
しゅうろく

れており、分限帳と合わせて調査することで

家臣に関する多くの情報を知ることができます。 

 

令和６年度の特集もお楽しみに！ 

 
次号の「郷土しりょうかん」は、４月に発行する予定です。 

郷土資料館、図書館、各公共施設
かくこうきょうしせつ

の窓口
まどぐち

に置きますのでご覧
らん

ください。 

宝永分限帳 ８２０件 

文化分限帳 ７９１件 

文政分限帳 ８１１件 

慶応分限帳 ８８５件 

～亘理を築いた人々～亘理伊達家を知ろう！（４） 

 



 

 １１月３日「文化の日」を記念して、郷土資料館を特別開館しました。 

今回も「郷土芸能演
えん

舞
ぶ

会
かい

」を開
かい

催
さい

し、昨年出演の亘理枡
ます

取
と

り舞
まい

保存会に

加え、５年ぶりに牛袋法印神楽
か ぐ ら

保存会のみなさんに出演いただきました。 

亘理枡取り舞では、総合的な学習で舞に取り組んでいる吉
よし

田
だ

小学校３年

生の有志８人も加わって舞が披露され、児童のみなさんは日
ひ

頃
ごろ

の練習の成

果を発
はっ

揮
き

していました。 

牛袋法印神楽では、全１２幕
まく

のうち第５幕の「弓八幡舞
ゆみはちまんのまい

」が披
ひ

露
ろう

され、

鑑
かん

賞し
しょう

た方々は、神楽の厳か
おごそ

ななかにも躍
やく

動
どう

感
かん

のある舞に見入っていまし

た。 

また、展
てん

示
じ

室
しつ

内では、ぬり絵や切り絵、昔のおもちゃ遊びを体験できる  

コーナーや、常設・記念展示の内容から出題したチャレンジクイズを行い、

クイズ正解者には三十三間堂官衙遺跡
さんじゅうさんげんどうかんがいせき

がデザインされたオリジナルクリ

アファイルをプレゼントしました。当日は２８５人が来館され、盛況な
せいきょう

一

日になりました。 

 

 

 オープンミュージアムと同じ１１月３日、『亘理町史 自然編』刊行に関連

するものしり大学院を開催しました。 

 『亘理町史自然編』執
しっ

筆
ぴつ

者
しゃ

の平
ひら

吹
ぶき

喜
よし

彦
ひこ

先生(東北学院大学教授)を講師にお招

きし、「ふるさと わたりの自然と人の営み」と題して、植生学を専
せん

門
もん

に長年

研究されてきた先生からみた“亘理町の自然の特徴
とくちょう

”について詳
くわ

しくお話い

ただきました。 

 「持続を可能にする教育」に取り組んでいる先生は、地
ち

域
いき

(ふるさと)での実

体験を通じて複数の異
こと

なる分野にまたがって学ぶモデルを紹介し
しょうかい

、未来を担
にな

う子
こ

供
ども

にとって亘理町の自然は

「生きる力」と「世代を越
こ

えた絆」
きずな

を育む最良の場であるとまとめられました。当日は５６人が参加され、講

演を興味深く聴
き

いていました。 

 

 

  １０月１日(日)から１１月２６日(日)まで、『亘理町史 自然編』刊行記念

写真展「わたり らんまん―亘理町の自然―」第２部を開催しました。 

三つのコーナーの写真を入れ替
か

えたほか、植物と蝶の
ちょう

標本を展示し、第

１部より多い２,１６２人にご覧いただき、合計の観覧者は３,６１４人にな

りました。 

  第２部のアンケートには「自然の豊かさを改めて感じた」「それぞれの生

物のありのままの姿を
すがた

写す写真で見応えがあった」などの声が寄せられま

した。 

▲ 講演の様子 

▲ 標本観覧の様子 

▲ 牛袋法印神楽「弓八幡舞」の様子 

▲ 亘理枡取り舞の様子 



亘理伊達家の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

である大
だい

雄
おう

寺
じ

には歴代の亘理領主の墓所があり、

その中心には初代領主伊達成実の眠
ねむ

る霊
たま

屋
や

があります。 

霊屋は正保３年(1646)に成実が７９歳
さい

で亡
な

くなってから間もなく築

かれ、中には軍
ぐん

扇
せん

を持つ甲冑姿の
かっちゅうすがた

成実木像が納
おさ

められています。霊屋は

江
え

戸
ど

時代初期を代表する霊屋建築として宮
みや

城
ぎ

県
けん

の指定文化財になってい

ます。 

１月１６日(火)、今年度２回目の霊屋開帳と成実木像の一
いっ

般
ぱん

公開を 

実
じっ

施
し

し、1２８人が参
さん

拝
ぱい

されました。午前には奥州
おうしゅう

・仙
せん

台
だい

おもてなし集団伊達武将隊
ぶしょうたい

の伊達成実さんと、

郷土資料館学芸員による現地解説会を行いました。成実の生涯や
しょうがい

亘理伊

達家に起こった事件などについて成実さん自作の紙
かみ

芝
しば

居
い

やパネルを交え

ながら解説し、４０人の参加者は熱心に耳を傾け
かたむ

ていました。 

  また、会場には１月１日に発生した能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

で被
ひ

災
さい

した方々を支
し

援
えん

する募
ぼ

金
きん

箱
ばこ

が設置され、多くの方の善
ぜん

意
い

が寄せられ２万円が集まりま

した。強風の中、来場していただき参拝・募金してくださったみなさま

に心から御礼申し上げます。 

 

 

  毎年１月２６日は文化財防火デーです。この日は、昭和
しょうわ

２４年(1949)に法
ほう

隆寺
りゅうじ

(奈良県)金堂の壁
へき

画
が

が 

火災によって焼失した日にあたります。文化財を火災などの災害から守

るとともに、全国的に文化財防火運動を展開することで国民の文化財愛

護に関する意識の高
こう

揚
よう

を図るため、昭和３０年(1955)に定められまし

た。 

亘理町では、今年度は１月２６日(金)に逢
おお

隈
くま

田
た

沢
ざわ

区の安
あ

福
ふく

河
か

伯
はく

神社で

防火査察と訓練を行いました。安福河伯神社は本
ほん

殿
でん

が町指定文化財に 

なっており、亘理消防署に
しょうぼうしょ

よる防火設備の点検・指導ののち、参加者に

よる通報訓練・初期消火訓練を行いました。 

 

令和５年度も残り少なくなりました。郷土資料館の今後の事業についてお知らせします。 
 

 

＊期間 ２月２４日(土)～５月１２日(日) 

＊時間 9:00～16:30(入館は 16:00 まで) 

＊場所 郷土資料館企
き

画
かく

展示室 

令和２年(2020)度に寄
き

贈
ぞう

された資料９１点を公

開します。 

 

 

 

＊期間 ２月１７日(土)～３月１７日(日) 

＊時間 9:00～16:30(入館は 16:00 まで) 

＊場所 郷土資料館常設展示室 

    悠
ゆう

里
り

館
かん

１階エントランスホール 

亘理伊達家の雛人形
ひなにんぎょう

と婚
こん

礼
れい

調度品、つるし雛を展

示します。 

▲ 防火査察の様子 

▲ 伊達成実霊屋参拝の様子

▲ 解説会の様子



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔶    は休館日 

※上映会は「わたり復興の歩み」を終日上映 

 時間 ９：００～１６：３０ 

 場所 悠里館１階エントランスホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 

← 

２ 

年始 

３ 

休館 

４ 

→ 

５ ６ 

７ ８ 

成人の日 

９ １０ １１ １２ １３ 

上映会 

１４ 

上映会 

１５ 1６ 

霊屋 
御開帳 

1７ 1８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 2６ 

資料 
整理日 

2７ 

２８ ２９ ３０ ３１    

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

上映会 

1０ 

上映会 

1１ 1２ 1３ 1４ １５ １６ 

１７ 

雛人形展終了 

１８ １９ 2０ 

春分の日 

2１ ２２ 2３ 

2４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

資料 
整理日 

３０ 

３１ 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ 

特別 

６ 

整理 

７ 

期間 

８ 

→ 

９ 

→ 

１０ 

→ 

1１ 

→ 

1２ 

→ 

1３ 1４ 1５ 1６ １７ 

上映会 
雛人形展開始 

１８ 

上映会 

１９ 2０ 2１ 2２ 2３ 

天皇 
誕生日 

2４ 

収蔵資料展

開始 

2５ 2６ ２７ ２８ ２９   

１月 ２月 

３月 

郷土資料館利用案内 

＊開館時間…9：00～16：30(入館は 16：00 まで) ＊観覧料…無料 ※特別展等有料の場合あり 

常設展 

Ｒ５.１０.１～１２.２７ 
●開館日数…７２日間 
●観覧者数…２,６８１人(１日平均３８人) 
  

Ｒ５.１０.１～１１.２６ 

●開館日数…４６日間 
●観覧者数…２,１６２人(１日平均４７人) 

１月１日に能登半島で最大震度７を観測する地震が発生し、報道で被害の状況を見るたび胸
むね

が痛
いた

みます。

亘理町では、東日本大震災の際、復旧支援のために応援職員を派
は

遣
けん

してくださった石川県能登町
の と ち ょ う

への恩
おん

返
がえ

し

の心を込
こ

めて、役場本庁舎、
ほんちょうしゃ

図書館、各地区交流センターに支援金募金箱を設置しています。能登のみな 

さんの一日も早い復旧・復興を願うばかりです。 

今年度も郷土資料館に足を運んでいただき誠にありがとうございました。令和６年度も、引き続き「郷土

資料館を訪れ
おとず

て良かった」と思える展示や普及
ふきゅう

活動を行いますので、ぜひご来館ください。 

資料整理のため２月５日～１２日まで休館します 


